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 （ 前 出 、 三 番 叟 道 中 記 ）  
４ ． 佐 渡 鷺 流 狂 言 保 存 会  
昭 和 ５ ４ 年 、 当 時 武 蔵 野 音 楽 大 学 ・ 大 学 院 の
修 士 課 程 で 佐 渡 の 能 楽 史 を 調 査 ・ 研 究 さ れ て い
た 二 宮 ア ユ ミ 氏 （ 旧 姓 山 田 ） の 熱 意 に ほ だ さ れ
て 、 狂 言 史 研 究 の 第 一 人 者 ・ 武 蔵 野 女 子 大 学 の
小 林 責 教 授 が 来 島 し 、 土 屋 増 一 氏 の 演 じ る 黒 塚
の 間 狂 言 を 御 覧 に な ら れ た 。 そ の 結 果 、 大 蔵 や
和 泉 流 の 狂 言 と 芸 風 が 大 部 異 な っ て お り 、 ま た
詞 章 か ら も 鷺 流 の 流 れ を く む も の と 見 て よ か ろ
う と い う こ と に な っ た 。  
翌 ５ ５ 年 ３ 月 、 ま だ 肌 寒 い こ ろ 、 能 楽 に 詳 し  
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い 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 芸 能 部 ・ 佐 藤 道 子 演 劇
研 究 室 長 を 同 道 さ れ 、 再 度 調 査 に 来 島 さ れ た 。  
そ し て 、 真 野 町 教 育 委 員 会 で て こ 入 れ し 鷺 流
狂 言 の 保 存 に 務 め て ほ し い と 要 請 さ れ た 。  
こ の 結 果 、 真 野 町 教 育 委 員 会 の か た が た の 尽
力 で 佐 渡 鷺 流 狂 言 保 存 会 が 結 成 さ れ 、 公 民 館 活
動 の 一 環 と し て 狂 言 講 座 が も た れ 、 後 継 者 の 養
成 が す す め ら れ て い る 。  
む  す  び  
佐 渡 に 鷺 流 狂 言 が 伝 え ら れ て か ら 久 し い 。 け
れ ど も 無 形 の 文 化 財 の 悲 し さ か 、 伝 承 者 が 亡 く
な る と 、 そ の 伝 承 も と だ え て し ま う 。 十 年 一 昔
と い う が 、 伝 承 者 が 亡 く な っ て ５ 年 く ら い の こ
と で も 、 そ の 周 辺 か ら は な か な か 聞 き 出 す こ と
が で き な い 。  
こ の 報 告 は 、 佐 渡 に お け る 鷺 流 狂 言 の 伝 承 者
の 系 統 を ま と め て み た も の で あ る 。 今 後 の 保 存
活 動 の 一 助 に で も な れ ば 幸 で あ る 。  
こ の 報 告 を ま と め る に あ た り 、 小 林 責 ・ 佐 藤
道 子 ・ 若 井 三 郎 ・ 本 間 雅 彦 ・ 若 林 義 太 郎 ・ 中 嶋
武 雄 ・ 天 田 保 ・ 土 屋 増 一 ・ 二 宮 ア ユ ミ ・ 本 間 裕
亨 の 各 氏 に 一 方 な ら ぬ 御 助 力 を た ま わ っ た 。 衷
心 よ り 感 謝 の 意 を あ ら わ す も の で あ る 。  
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